
 

 
 

 

 

 

 

（６）地域振興策の展開種別毎の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

１-（6）-1 

地域振興策の展開種別毎の評価 
 

 

            
地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

１．前提とする事業スキーム 公設公営 公設民営（地域が運営） 民設民営 公設民営（環境ＮＰＯが運営） 

２．想定する展開場所 
集落内及びその周辺 

※マリーナ構想は、新川の近接地 

建設候補地のある台地 

※縁側カフェ等は、集落内 

建設候補地のある台地 

※排熱等の外部供給は、その他地域 
建設候補地周辺の里地里山 

３．該当する地域振興策 

（地域振興策のアイデアリス

トの個別説明を参照） 

№1～№20 №21～№71 
№72～№83 

（№79～№83は、次期中間処理施設の機能の活用） 
№84～№100 

４．総括 

 本展開は、持続的なまちづくりを支

える基盤であることから公共性が高

く、地域の課題に挙げるインフラ不足

を解決に導く唯一の直接的な取り組み

である。 

また、比較的短期間のうちに確実に

一定の効果を発揮する即効性を持つ。 

ただし、地域に求められる将来像の

うち、最も重要と考えられる「安定的な

収益」及び「賑わい」などに対し、間接

的には貢献するものの、直接的に貢献

する要素や、印西地区全体への波及効

果は少ない。 

よって、今後、周辺住民と組合との協

議により、実際に展開する取り組み内

容を決定（合意）する際、整備効果と事

業費を睨んだ十分な検討と精査（選択）

が求められる。 

 

 

本展開は、利用者と受益者が周辺住

民だけに止まらず、必然的に印西地区

全体へと広がることから、公益性が高

い取り組みである。 

また、地域が主体的に取り組む地域

活性化の起爆剤及び地域の元気を支え

る骨幹となり得ることから、地域にと

って極めて重要な役割を持つ。 

 ただし、地域に求められる将来像の

うち、最も重要と考えられる「安定的な

収益」及び「賑わい」などを確たるもの

とするには、特定の施設や機能に依存

しない多面的な取り組みとして、正に

多機能な複合施設としての差別化を図

った整備及び運営が求められる。 

そうした本展開の性格により、「地方

創生」に関する各省庁の交付金及び補

助金が充実しているとはいえ、ややも

すると選択する策が増え、事業費が高

額となる恐れがある。 

よって、今後、周辺住民と組合との協

議により、実際に展開する取り組み内

容を決定（合意）する際、「多機能な複

合施設を構成する個別策の連携効果」、

「印西地区全体への波及効果」及び「経

済効果」と事業費を睨んだ十分な検討

と精査（選択）が求められる。 

本展開は、排熱エネルギーの有効活

用や低炭素化の促進に寄与することか

ら、公共性が高い取り組みである。 

また、先駆的な産業の創出は、地域活

性化の起爆剤及び地域の元気を支える

骨幹となり得ることから、地域にとっ

て極めて重要な役割を持つ。 

また、施設整備費は誘致する排熱利

用事業者が負担すること及び排熱を供

給する配管整備などは、今後、環境省の

財政的支援を得られる可能性があるこ

とから、安価な事業費で大きな展開に

繋ぐことができる可能性を有す。 

ただし、持続可能性などを担保する

観点から、闇雲に排熱利用事業者を誘

致するのではなく、「地域特性との合

致」、「多機能な複合施設や地域資産と

の連携効果」、「地域の潜在的ニーズ」、

「将来性」、「発展性」及び「印西地区全

体への波及効果」などを踏まえた「まち

づくりの視点」による誘致条件の設定

及び事業者選考が求められる。 

 

本展開は、都心に近く、都市化が進む

印西地区の貴重な地域資産である里地

里山の保全と活用であることから、公

共性が高い取り組みである。 

また、地域に求められる将来像のう

ち、最も重要と考えられる「安定的な収

益」及び「賑わい」のほか「農業振興」

など多方面に貢献することから、地域

にとって重要な役割を持つ。 

ただし、取り組みを進める組織が環

境ＮＰＯであることや、効果を得るま

でに長い時間を要すことが想定される

ことから、できるところから着手し、必

要に応じて軌道修正しながら一歩一歩

育むことが求められる。 

 また、多機能な複合施設を展開しな

い場合は、連携及び回遊などの観点か

ら、本展開の効果が限定的なものとな

る。 

よって、今後、周辺住民と組合との協

議により、実際に展開する取り組み内

容を決定（合意）する際は、これらの点

を踏まえながら、十分な検討と精査（選

択）が求められる。 

 

展開種別 

評価項目等 



 

 

１-（6）-2 

 

            
地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

５．地域に求 
められる 
将来像へ 
の貢献 
 

（次期中間処

理施設を恒久

的な施設とし

て位置付けた

際、地域振興策

は、今後の社会

情勢がどのよ

うに変化しよ

うとも変わる

ことのない「誰

もが持つ不変

的な価値観」を

重視すべきと

考える） 

(1)周辺住民
が安定的に
経済的な恩
恵を受ける
ことが可能
な「収益スキ
ーム」を構築 
すること。 

―：基礎的な部分で間接貢献 ◎：特に優れる 
 

①高収益と安定性の両立 

近隣他施設との差別化を図った多機

能な複合施設を展開することで、老若

男女及びグループ属性を問わない大き

な賑わいが創出され、産直、農園、飲食

店、テナント及び各種サービスによる

多面的な高収益が期待される。 

また、多機能な複合施設として展開

する性格からして、将来的な社会環境

及び消費者ニーズの変化に応じた弾力

的なリニューアル及びステップアップ

が比較的容易であり、本収益は安定性

も担保される。 

 

②公共側からの安定した業務受託 

施設の清掃、植栽管理及び情報発信

機能等の公共性の高い分野などは、公

共側からの委託業務として受託するこ

とが可能であり、本業務受託における

収益の安定性は極めて高い。 

 

③プレミアム地域通貨の効果 

流動性の低いプレミアム地域通貨を

流通させる場合、消費者の抱え込みの

強化及び地域の価値を地域内に滞留さ

せ、経済力の強い他地域への価値流出

を防ぐことが可能である。本件は、安定

的な収益に大きく貢献する。 

 

④６次産業の創出 

高収益が期待される６次産業の創出

に向けた核施設となる。 

 

 

 

 

○：優れる 
 

①高収益だが安定性に劣る 

展開する事業の内容及び排熱販売料

金などの誘致条件にもよるが、基本的

に高収益が期待されるものの、特定の

事業に特化及び特定の事業者に依存し

て展開する性格から、将来的な社会環

境及びエネルギー政策などの変化への

対応力や地域側の主導権が弱く、本収

益は多機能な複合施設と比較した際、

安定性に劣る。 

 

②プレミアム地域通貨の大きな財源 

地域振興策の原案では、プレミアム

地域通貨のプレミアム分の財源の多く

を本事業者が負担（拠出）することか

ら、多機能な複合施設における安定的

な収益に大きく貢献する。 

 

③来場者の回遊 

集客機能を持つ南国フルーツ園や屋

内型アミューズメント施設などを展開

する場合や、一般住民の施設（工場）見

学に対応する場合、その来場者が多機

能な複合施設へ立ち寄ることも想定さ

れ、多機能な複合施設における安定的

な収益に貢献する。 

 

 

○：優れる 
 

①地域・農作物のブランド化 

里地里山の保全と活用とする取り組

みの性格から、直接的な収益は期待さ

れないものの、取り組みが進むことで

地域及び地域で生産された農作物のブ

ランド化（タカが飛び交いホタルが舞

いタナゴが群れなす悠久の里山に抱か

れ生産された農作物）が進み、多機能な

複合施設における安定的な収益に貢献

する。 

 

②来訪者の回遊 

里地里山へ赴く方々が多機能な複合

施設にも立ち寄ることが想定さること

から、多機能な複合施設における安定

的な収益に貢献する。 

 

③販売品目の多様化に貢献 

森の畑構想を展開する場合、当該畑

で生産された山菜類や果物などを多機

能な複合施設で販売することが可能で

ある。 

 

 

 

 

 

 

展開種別 

評価項目等 



 

 

１-（6）-3 

 

            
地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

(2)「賑わい」
が創出され
ること。 

―：基礎的な部分で間接貢献 ◎：特に優れる 
 

①大きな賑わいと来場者数の平準化 

近隣における同種施設との差別化を

図った多機能な複合施設を展開するこ

とで、老若男女及びグループ属性を問

わない大きな賑わいが創出される。 

また、観光事業に特化して取り組む

前提ではないことから、来場者数が季

節や特定の期間に偏ることなく、比較

的平準化される。 

 

②魅力的なロケーション 

建設候補地のある広大な台地におけ

る自然、静寂、眺望及び解放感などは、

他地区にはない魅力的なロケーション

である。また、千葉ニュータウン地区、

米本団地及びユーカリが丘などの大規

模住宅群や、千葉県内でも有数の集客

力を持つ国道４６４号線沿い（千葉ニ

ュータウン中央駅～印西牧の原駅間）

の大規模商業施設群に囲まれているこ

とと合わせ、将来計画を含めると道路

網にも比較的優れていることなどか

ら、「普段使いのリピーター」を確保す

るハードルが低い。 

△：展開する事業による 
 

①集客機能 

集客機能を持つ南国フルーツ園や屋

内型アミューズメント施設などを展開

する場合や、一般住民の施設（工場）見

学に対応する場合、賑わいに貢献する。 

また、その来場者が多機能な複合施

設へ立ち寄ることも想定される。 

 

 

 

 

○：優れる 
 

①貴重な地域資産 

都市化が進む印西地区において、適

切に管理された里地里山は極めて貴重

な学習、発見及びボランティア（間伐・

下草刈り等）などの場であり、今後、地

域資産としての価値（自然と触れ合う

ニーズ）が増々高まることや、知的好奇

心を充たす最高のレクリエーションの

場の一つであることから、賑わいに貢

献する。 

また、里地里山への来訪者が多機能

な複合施設へ立ち寄ることも想定され

る。 

 

②里山滞在における最大の課題を解決 

里地里山にトイレを整備する場合、

安心して長時間の滞在ができる状況が

確保され、他地域の里地里山との大き

な差別化が図られることで、賑わいに

貢献する。 

また、長時間イベントの開催も容易

となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開種別 

評価項目等 



 

 

１-（6）-4 

 

            
地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

(3)「雇用」と
「就労」の場
が創出され
ること。 

―：基礎的な部分で間接貢献 
 

 

 

◎：特に優れる 
 

①極めて多様な雇用就労 

多機能な複合施設として展開する性

格及び直売機能を有することから、極

めて多様な雇用就労の場が創出され

る。 

 

ⅰ経営企業の社員 

（代表・総務経理部門長・施設管理 

部門長・行事企画部門長・物販部 

門長・飲食加工部門長等） 

ⅱ経営企業の短時間労働者 

（受付・清掃・陳列・レジ・植栽管 

理・警備等） 

ⅲ学生アルバイト 

（自宅近くで良質な社会経験） 

ⅳ社内ベンチャー 

（有志と共同で６次産業の商品開発 

など） 

ⅴ生計を立てる出荷者 

ⅵ生計を補助する出荷者 

ⅶ小遣いを得る出荷者 

（出荷品は農作物に限らず、手芸品、 

雑貨、骨董品、リユース品及び昆 

虫なども可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○：優れる 
 

①状況・条件に応じた雇用就労 

展開する事業の内容、規模及び誘致

条件にもよるが、雇用就労の場が創出

される。 

 

ⅰ誘致企業の社員 

ⅱ誘致企業の短時間労働者 

△：限定的 
 

①限定的な雇用就労 

川魚等の養殖などが一部該当するも

のの、里地里山の保全と活用とする取

り組みの性格及び取り組みを進める組

織が環境ＮＰＯであることから、雇用

就労の場の創出は限定的である。 

 

 

 

 

 

展開種別 

評価項目等 



 

 

１-（6）-5 

 

            
地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

 (4)「農業振
興」が図られ
ること。 

△：基礎的な部分で間接貢献する 
が、直接貢献は限定的 

 

①待避所・防犯監視カメラ 

狭隘な農道に待避所を整備すること

や、農地への不法投棄等を抑止する防

犯監視カメラの設置は、農業振興に貢

献する。 

 

◎：特に優れる 
 

①農作物の売り方が多様化 

生産した農作物を自らの手で出荷・

値付け・加工などをできる場が近所に

整備されることは、農業振興において

極めて大きな役割を持つ。 

また、多機能な複合施設内で農作物

を直売することなどは、印西地区にお

ける農家の後継者不足対策の突破口

（モデルケース）となる可能性を有す。 

 

②本地域の農業形態との好相性 

農作物の直売は、本地域の主な農業

形態である小面積農地における多品種

少量生産と相性が良い。 

 

③新規営農者確保の大きな可能性 

スコーラ機能及びクラインガルテン

に取り組む場合、新規営農者の確保に

繋がる大きな可能性を有す。 

△：展開する事業による 
 

①農業関連事業の展開 

養殖、野菜工場及び温室ハウス栽培

などの農業関連事業が展開される場

合、農業振興に貢献する。 

 

 

 

○：優れる 
 

①地域・農作物のブランド化 

里地里山の保全と活用が進むことで

地域及び地域で生産された農作物のブ

ランド化（タカが飛び交いホタルが舞

いタナゴが群れなす悠久の里山に抱か

れ生産された農作物）が進み、農業振興

に大きく貢献する。 

 

②緩衝帯としての効果 

 適切に人が管理する里地里山（林部）

は、樹木がまばらで見通しが良いこと

から、深刻な食害をもたらす野生動物

（印西地区で近年急激に増殖している

イノシシ等）が警戒し、林部に隣接する

人里や農地に近づきにくくなるという

緩衝帯としての効果が見込める。 

(5)里地里山
の「景観維
持」が図られ
ること。 

△：基礎的な部分で間接貢献する 
が、直接貢献は限定的 

 

①防犯灯と防犯監視カメラ 

防犯灯と防犯監視カメラを設置する

場合、里地里山の景観を大きく毀損す

るポイ捨て・不法投棄の対策として、局

地的ではあるものの、実効性を有す。 

 

 

 

 

○：優れる 
 

①耕作放棄地の解消 

前項の農業振興が図られることによ

り、現在の美田の永続や耕作放棄地の

解消に繋がることで、里地里山の景観

維持及び向上に貢献する。 

 

②将来予測への対応 

 里地里山の景観悪化が将来予想され

る場所で展開する場合、景観維持に貢

献する可能性を有す。 

×：特段の貢献要素はない 

 

◎：特に優れる 
 

①唯一の直接的な取り組み 

里地里山の景観維持及び向上を図る

唯一の直接的な取り組みであることか

ら、大きく貢献する。 

また、本展開は、印西地区における里

地里山の荒廃対策の突破口（モデルケ

ース）となる可能性を有す。 

なお、吉田区の東部に大きく広がる

谷津田は、鉄塔・電波塔・建築物などの

工作物が極めて少ないことなどから、

里地里山を多く残す印西地区でもトッ

プクラスの景観を有す。 

 

 

 

 

展開種別 

評価項目等 
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地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

(6)対外的及
び次世代に
対し「誇り」
を持てるこ
と。 

△：基礎的な部分で間接貢献する 
が、直接貢献は限定的 

 

①プラスマイナスゼロ 

他地域と相対比較した際、基本的に

は現状のマイナス要素をプラスマイナ

スゼロに引き上げる程度の効果しか期

待できない。 

 

 

 

 

◎：特に優れる 
 

①地域の自活に大きく寄与 

地域内に確固たる賑わい・収益・雇用

就労の場が創出されることは、地域の

次世代に対する大きな贈り物となる。 

 

②他に類を見ない先進地 

「清掃工場と共に歩む多機能な複合

施設」として、他に類を見ない先進地と

なる大きな可能性を有する。 

 

③実現可能な地域の夢を創出 

屋内カーリング場を整備し、周辺の

大学等との連携により、カーリング競

技における日本代表チームの輩出や冬

季オリンピックなどの出場が叶った場

合、地域の大きな誇りとなる。 

 

○：優れる 
 

①地域の自活に寄与 

地域内に収益・雇用就労の場が創出

されることは、地域の次世代に対する

贈り物となる。 

 

②他に類を見ない先進地 

展開する事業の内容にもよるが、「清

掃工場の排熱を有効活用する取り組

み」として、他に類を見ない先進地とな

る大きな可能性を有する。 

 

 

 

 

◎：特に優れる 

 

①貴重な地域資産 

都心に近く、都市化が進む印西地区

において、適切に管理された里地里山

は極めて貴重な学習、発見及びボラン

ティア（間伐・下草刈り等）などの場で

あり、今後、地域資産としての価値（自

然と触れ合うニーズ）が増々高まる。 

こうした貴重な地域資産は、地域の

次世代に対する大きな贈り物となる。 

 

②地域・農作物のブランド化 

里地里山の保全と活用が進むことで

地域及び地域で生産された農作物のブ

ランド化（タカが飛び交いホタルが舞

いタナゴが群れなす悠久の里山に抱か

れ生産された農作物）が進み、地域の次

世代に対する大きな贈り物となる。 

 

(7)「持続可
能性」が図ら
れること。 

―：基礎的な部分で間接貢献 

 

 

◎：特に優れる 
 

①収益性と大義を多分に有す 

持続可能性が図られることに求めら

れる実質的な要素を「安定的な収益」及

び「事業が持つ大義」とした場合、本展

開は５(1)①で評価しているとおり、安

定的な高収益が期待されること及び地

域活性化の起爆剤及び地域の元気を支

える骨幹となり得る。 

よって、前述要素を大きく充たすこ

とから、持続可能性に大きく貢献する。 

 

②弾力的な事業展開が比較的容易 

５(1)①で評価しているとおり、弾力

的なリニューアル及びステップアップ

が比較的容易である。 

 

○：優れる 
 

①収益性と大義を有す 

持続可能性が図られることに求めら

れる実質的な要素を「安定的な収益」及

び「事業が持つ大義」とした場合、本展

開は５(1)①で評価しているとおり、高

収益が期待されること及び地域活性化

の起爆剤及び地域の元気を支える骨幹

となり得る。 

よって、前述要素を充たすことから、

持続可能性に貢献する。 

○：優れる 
 

①収益性と大義を有す 

持続可能性が図られることに求めら

れる実質的な要素を「安定的な収益」及

び「事業が持つ大義」とした場合、本展

開は５(1)①及び②で評価していると

おり、多機能な複合施設における安定

的な収益に貢献すること及び５(2)①

で評価しているとおり、里地里山は、今

後、地域資産としての価値が増々高ま

る。 

よって、前述要素を充たすことから、

持続可能性に貢献する。 

なお、里地里山の保全と活用は、「持

続可能性の象徴」である。 

展開種別 

評価項目等 
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地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

６．地域の魅力や優位点 
  との連携 

―：基礎的な部分で間接連携 
 

□静寂に包まれた場所が点在 

□近隣に大規模住宅群 

□活発な地域コミュニティ 

□日本の原風景たる里地里山 

□猛禽類の生息 

□貴重な未改修水路（土水路）が現存 

□近隣に印旛沼放水路（新川） 

□建設候補地周辺の広大な台地 

□台地からの眺望 

◎全部と連携する 
 

☑静寂に包まれた場所が点在 

☑近隣に大規模住宅群 

☑活発な地域コミュニティ 

☑日本の原風景たる里地里山 

☑猛禽類の生息 

☑貴重な未改修水路（土水路）が現存 

☑近隣に印旛沼放水路（新川） 

☑建設候補地周辺の広大な台地 

☑台地からの眺望 

△一部と連携する 
 

□静寂に包まれた場所が点在 

☑近隣に大規模住宅群 

☑活発な地域コミュニティ 

□日本の原風景たる里地里山 

□猛禽類の生息 

□貴重な未改修水路（土水路）が現存 

□近隣に印旛沼放水路（新川） 

☑建設候補地周辺の広大な台地 

□台地からの眺望 

◎全部と連携する 
 

☑静寂に包まれた場所が点在 

☑近隣に大規模住宅群 

☑活発な地域コミュニティ 

☑日本の原風景たる里地里山 

☑猛禽類の生息 

☑貴重な未改修水路（土水路）が現存 

☑近隣に印旛沼放水路（新川） 

☑建設候補地周辺の広大な台地 

☑台地からの眺望 

７．地域の課 
題への貢 
献 

(1)少子高齢
化（地域社会
の永続） 

△：基礎的な部分で間接貢献する 
が、直接貢献は限定的 

 

①水道整備 

少子高齢化対策に求められる主な要

素を「安定的な収益」及び「雇用就労の

場の創出」とした場合、本展開は直接的

に合致するものはない。 

ただし、生活用水が井戸水であるこ

とに抵抗感を持つ方は、本地域での生

活にためらいを感じる可能性がある。 

よって、水道整備については少子高

齢化（地域社会の永続）に一部貢献（分

家住宅の増加、Ｉターン及びＵターン

など）する。 

◎：特に優れる 
 

①安定的な高収益・多様な雇用就労 

 少子高齢化対策に求められる主な要

素を「安定的な収益」及び「雇用就労の

場の創出」とした場合、本展開は５(1)

①で評価しているとおり、安定的な高

収益が期待されること及び５(3)①で

評価しているとおり、極めて多様な雇

用就労の場が創出される。 

よって、前述要素を大きく充たすこ

とから、少子高齢化（地域社会の永続）

に大きく貢献（分家住宅の増加、Ｉター

ン及びＵターンなど）する。 

○：優れる 

 

①高収益・雇用就労 

少子高齢化対策に求められる主な要

素を「安定的な収益」及び「雇用就労の

場の創出」とした場合、本展開は５(1)

①で評価しているとおり、高収益が期

待されること及び５(3)①で評価して

いるとおり、雇用就労の場が創出され

る。 

よって、前述要素を充たすことから、

少子高齢化（地域社会の永続）に貢献

（分家住宅の増加、Ｉターン及びＵタ

ーンなど）する。 

○：優れる 
 

①安定的な高収益に貢献 

少子高齢化対策に求められる主な要

素を「安定的な収益」及び「雇用就労の

場の創出」とした場合、本展開は５(1)

①及び②で評価しているとおり、多機

能な複合施設における安定的な高収益

に貢献する。 

よって、前述要素の一部を充たすこ

とから、少子高齢化（地域社会の永続）

に一部貢献（分家住宅の増加、Ｉターン

及びＵターンなど）する。 

 

②子育て世代の定住動機 

子育て世代にとって、子供と共に良

質な自然と触れ合える場が徒歩圏内に

残さていることは、定住動機の１つと

なる。 

よって、少子高齢化（地域社会の永

続）に一部貢献（分家住宅の増加、Ｉタ

ーン及びＵターンなど）する。 

 

 

 

 

 

展開種別 

評価項目等 
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地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

(2)インフラ
の不足（上下
水道・道路・
公共交通） 

◎：特に優れる 
 
①唯一の直接的な取り組み 

 本課題を解決に導く、唯一の直接的

な取り組みであることから、大きく貢

献する。 

また、水道を整備する場合、吉田区に

おける現共有井戸の老朽化問題が解決

される。 

△：限定的 
 

①一部の交通弱者対策を兼ねる 

徒歩圏内に位置する多機能な複合施

設で日用品を販売する場合、交通弱者

対策（公共交通に対する課題）に繋が

る。 

△：限定的 
 

①将来的な拡張における優位性 

排熱利用施設の整備にあたり、必然

的に上下水道等のインフラ整備が伴

う。 

よって、展開場所が集落に近い場合、

将来的な集落内のインフラ整備におけ

る拡張性の点で優位性を有す。 

×：特段の貢献要素はない 

(3) ポ イ 捨
て・不法投
棄・防犯 

◎：特に優れる 
 

①防犯灯と防犯監視カメラ 

防犯灯と防犯監視カメラを設置する

場合、ポイ捨て・不法投棄・防犯の対策

として、局地的ではあるものの、実効性

を有す。 

 

○：優れる 
 

①面的な抑止力 

５(4)①～③で評価しているとおり、

農業振興が図られることで耕作放棄地

が減少することから、ポイ捨て・不法投

棄・防犯に対する面的な抑止力が生ま

れる。 

×：特段の貢献要素はない ◎：特に優れる 
 

①面的な強い抑止力 

５(5)①で評価しているとおり、里地

里山の景観が向上すること及び良質な

賑わいが創出されることから、ポイ捨

て・不法投棄・防犯に対する面的な強い

抑止力が生まれる。 

(4)防災 

△：基礎的な部分で間接貢献する 
が、直接貢献は限定的 

 

①集中豪雨時の防災 

 管理負担の大きい印西市道の付け替

えと雨水排水路の整備は、集中豪雨時

の防災に貢献する。 

◎：特に優れる 
 

①避難場所として活用 

展開する事業の内容及び規模にもよ

るが、駐車場・就寝スペース・電気・飲

料水・風呂・食糧が確保されることか

ら、清掃工場と連携する避難場所とし

て極めて優れた機能を持つ。 

また、多目的広場を整備する場合、敷

地面積にもよるが日本医科大学千葉北

総病院が運営するドクターヘリの臨時

ヘリポートとしても活用できる可能性

を有す。 

△：限定的 
 

①避難場所の可能性 

展開する事業の内容、規模及び誘致

条件にもよるものの、避難場所として

活用できる可能性を有す。 

 

 

○：優れる 
 
①みどりのダム 

里地里山は、「みどりのダム」として

の優れた治水及び土砂流出・崩壊防止

を果たす機能を有す。 

 

 

(5)農業の担
い手不足 

△：基礎的な部分で間接貢献する 
が、直接貢献は限定的 

 

５(4)の農業振興に準じる。 

 

 

 

 

◎：特に優れる 
 

５(4)の農業振興に準じる。 

△：展開する事業による 
 

５(4)の農業振興に準じる。 

○：優れる 
 

５(4)の農業振興に準じる。 

展開種別 

評価項目等 
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地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

(6)土地利用
のコントロ
ール 

×：特段の貢献要素はない ×：特段の貢献要素はない ×：特段の貢献要素はない ○：優れる 
 
①乱開発に対する抑止力 
里地里山の保全と活用が進むこと

で、間接的ではあるが乱開発（地域とし

て望まない開発）に対する抑止力が生

まれる。 

８．周辺の既存施設との 
連携 

×：極一部と連携する 
 
□泉カントリー倶楽部 

（年間利用者数 65,000人） 

□総武カントリークラブ 

（年間利用者数 148,000人） 

□松崎工業団地 

（進出企業数 40社） 

（相当数の従業員を雇用） 

□印旛西部公園 

（年間利用者数 23,000人） 

□印西しおん幼稚園 

（定員数 315人） 

□時任学園 

（生徒数なし） 

□いんば学舎 

（支援者数 90人） 

□サバイバルゲームフィールド 

（年間利用者数 30,000人） 

□吉野牧場（乳牛 130頭） 

□飲食店等（概ね 2㎞圏内に 5軒） 

□東京成徳大学 

（学生数 829人） 

□八千代市少年自然の家 

（年間利用者数 12,000人） 

□泉複寺薬師堂（国指定文化財） 

□印旛歴史民俗資料館 

□銅造不動明王立像（国指定文化財） 

☑印西牧の原駅（直線距離で 3.8㎞） 

☑印西市ふれあいバス 

◎全部と連携する 
 
☑泉カントリー倶楽部 

（年間利用者数 65,000人） 

☑総武カントリークラブ 

（年間利用者数 148,000人） 

☑松崎工業団地 

（進出企業数 40社） 

（相当数の従業員を雇用） 

☑印旛西部公園 

（年間利用者数 23,000人） 

☑印西しおん幼稚園 

（定員数 315人） 

☑時任学園 

（生徒数なし） 

☑いんば学舎 

（支援者数 90人） 

☑サバイバルゲームフィールド 

（年間利用者数 30,000人） 

☑吉野牧場（乳牛 130頭） 

☑飲食店等（概ね 2㎞圏内に 5軒） 

☑東京成徳大学 

（学生数 829人） 

☑八千代市少年自然の家 

（年間利用者数 12,000人） 

☑泉複寺薬師堂（国指定文化財） 

☑印旛歴史民俗資料館 

☑銅造不動明王立像（国指定文化財） 

☑印西牧の原駅（直線距離で 3.8㎞） 

☑印西市ふれあいバス 

 

△：一部と連携する 
 
☑泉カントリー倶楽部 

（年間利用者数 65,000人） 

□総武カントリークラブ 

（年間利用者数 148,000人） 

☑松崎工業団地 

（進出企業数 40社） 

（相当数の従業員を雇用） 

□印旛西部公園 

（年間利用者数 23,000人） 

□印西しおん幼稚園 

（定員数 315人） 

□時任学園 

（生徒数なし） 

☑いんば学舎 

（支援者数 90人） 

□サバイバルゲームフィールド 

（年間利用者数 30,000人） 

☑吉野牧場（乳牛 130頭） 

□飲食店等（概ね 2㎞圏内に 5軒） 

☑東京成徳大学 

（学生数 829人） 

□八千代市少年自然の家 

（年間利用者数 12,000人） 

□泉複寺薬師堂（国指定文化財） 

□印旛歴史民俗資料館 

□銅造不動明王立像（国指定文化財） 

☑印西牧の原駅（直線距離で 3.8㎞） 

☑印西市ふれあいバス 

○：概ね全部と連携する 
 
☑泉カントリー倶楽部 

（年間利用者数 65,000人） 

☑総武カントリークラブ 

（年間利用者数 148,000人） 

□松崎工業団地 

（進出企業数 40社） 

（相当数の従業員を雇用） 

☑印旛西部公園 

（年間利用者数 23,000人） 

☑印西しおん幼稚園 

（定員数 315人） 

☑時任学園 

（生徒数なし） 

☑いんば学舎 

（支援者数 90人） 

□サバイバルゲームフィールド 

（年間利用者数 30,000人） 

☑吉野牧場（乳牛 130頭） 

☑飲食店等（概ね 2㎞圏内に 5軒） 

☑東京成徳大学 

（学生数 829人） 

☑八千代市少年自然の家 

（年間利用者数 12,000人） 

☑泉複寺薬師堂（国指定文化財） 

☑印旛歴史民俗資料館 

☑銅造不動明王立像（国指定文化財） 

☑印西牧の原駅（直線距離で 3.8㎞） 

☑印西市ふれあいバス 

展開種別 

評価項目等 
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地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

９．新たに必要となる 
用地 

道路整備（待避所）などの一部の取り

組みは、新たな用地の買収が必要とな

る。 

また、マリーナ構想は、新川の近接地

が求められる。 

 多機能な複合施設として展開する性

格から、新たに一団の事業用地（調整池

及び関連道路の用地を含む）の買収が

必要となる。 

なお、施設へ排熱供給する関係から、

建設候補地に近接する用地が望まし

い。 

ただし、サンセットスパ＆リゾート

などは、施設の特性を考慮した適地が

求められる。 

 展開する事業の内容及び規模にもよ

るが、新たに一団の事業用地（調整池及

び関連道路の用地を含む）の買収が必

要となる。 

なお、施設へ排熱供給する関係から、

建設候補地に近接する用地が望まし

い。また、「多機能な複合施設」も合わ

せて展開する場合は、連携効果の観点

から当該用地に近接する用地が望まし

い。 

展開する事業の内容及び規模にもよ

るが、環境ＮＰＯが活動する一団のフ

ィールド（主に山林）が必要となる。 

ただし、取り組みの性格から、活動フ

ィールドは地権者から無償提供（立入

りと活動の了承）していただくことが

望ましい。 

なお、里山トイレなどの一部の取り

組みは、用地買収が必要となる。 

10．経済性 
（公共側からの視点） 

△：展開する事業による 

 

①効果に対して高額な下水道整備費用 

 家屋が広域に点在する地区の全域に

下水道を整備する場合、その効果に対

して整備費が高額となることが想定さ

れる。 

 

②税収と収入が皆無 

税収と収入は全く見込めない。 

○：優れる 

 

①事業者が納税者に 

収益を得た場合、税収が見込める。 

なお、収益については５(1)①で評価

しているとおり、安定的な高収益が期

待される。 

 

②経済効果が広域的 

直売施設への出荷者（農作物・特産

品・加工品などの生産者）は周辺住民だ

けに止まらず、印西地区全体における

幅広い方々が想定されることから、大

きな経済効果を得る。 

 

③税以外の収入 

事業スキームにもよるが、土地賃貸

借料と排熱等の売却益が見込める。 

 

④交付金及び補助金が充実 

 地方の先進的な取り組みを後押しす

る「地方創生」に関する各省庁の交付金

及び補助金が充実している。 

 

○：優れる 

 

①事業者が納税者に 

収益を得た場合、税収が見込める。 

なお、収益については５(1)①で評価

しているとおり、高収益が期待される。 

 

②税以外の収入 

 誘致条件にもよるが、土地賃貸借料

と排熱等の売却益が見込める。 

 

③環境省の財政的支援 

 現在、環境省ではごみ焼却施設にお

ける廃棄物エネルギーの有効活用を進

め、地域の低炭素化を促進する観点か

ら、先進的又は新規的な取り組みに対

する財政的支援を検討中である。 

 ⅰ周辺施設への電力供給 

  （公共施設や民間施設へ電力供給） 

 ⅱ地域熱供給事業 

  （商業施設等へ冷温水等の供給） 

 ⅲ焼却排熱の産業利用 

  （農業・水産施設等へ熱供給） 

 ⅳ蓄熱による熱の効率的利用 

  （焼却排熱のオフライン輸送等） 

 ⅴ排ガスから CO2を回収し産業利用 

  （野菜工場やドライアイス製造等 

の産業利用） 

○：優れる 
 

①効果に対して安価な事業費 

 取り組みを進める組織が環境ＮＰＯ

であることから、効果に対して安価な

事業費で展開できる。 

 

②交付金及び補助金が比較的充実 

 里地里山の保全と活用を後押しする

交付金及び補助金が比較的充実してい

る。 

 

 

 

 

 

展開種別 

評価項目等 
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地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

11．中長期的な発展性 

―：基礎的な部分で間接貢献 

 

◎：特に優れる 
 

①弾力的に事業を育める 

５(1)①で評価しているとおり、将来

的な社会環境及び消費者ニーズの変化

に応じた弾力的なリニューアル及びス

テップアップが比較的容易である。 

 

②大規模商業施設群などとの連携 

 ５(2)②で評価している国道４６４

号線沿いの大規模商業施設群や、近隣

の大学などとの連携を図れる可能性を

有す。 

 

③事業と地域の自立 

 行政側からの支援や業務委託に頼ら

ない「事業と地域の自立」まで到達でき

る可能性を有す。 

 

④地域の力でまちづくり 

収益を地域でストックし、行政側に

頼らない独自のインフラ整備及びコミ

ュニティ事業を推進できる可能性を有

す。 

 

⑤若者が印西地区内で起業 

実力と熱意を持つ若者をメインター

ゲットとする、全国公募による外食店・

ベンチャー企業の事務所・小規模な多

目的店舗を取り組む場合、地域及び印

西地区内における継続的な起業が大い

に期待できる。（起業後は、地域まるご

とフィールドミュージアムの一員とし

て連携） 

また、こうした若者と地域住民が交

流することで生まれる中長期的な波及

効果が期待される。 

 

○：優れる 
 

①広域的な雇用就労の場 

 展開する事業の内容及び規模にもよ

るが、周辺住民だけに止まらず、印西地

区全体における幅広い方々の雇用就労

の場へと発展する可能性を有す。 

 

②排熱利用事業団地として拡大 

 土地所有者と地域住民の合意が得ら

れれば、先進的な排熱利用事業団地と

しての拡大展開が図れる可能性を有

す。 

 

③地域が自ら排熱利用事業を展開 

 地域にノウハウと資金がストックさ

れた後、排熱利用事業を地域が自らの

手で展開できる可能性を有す。 

 

④事業と地域の自立 

 行政側からの支援や業務委託に頼ら

ない「事業と地域の自立」まで到達でき

る可能性を有す。 

 

⑤地域の力でまちづくり 

収益を地域でストックし、行政側に

頼らない独自のインフラ整備及びコミ

ュニティ事業を推進できる可能性を有

す。 

 

 

○：優れる 

 

①他の里地里山との差別化 

都心から最も近い良質な里地里山の

１つであること、駅から比較的近距離

に位置すること、ゴルフ場内を横切る

赤道が複数あるといった特有性を有す

ること、周辺に歴史的文化的資産が豊

富なことなどから、他の里地里山と差

別化された魅力ある散策ルート及び実

践的な環境学習の場へと発展する可能

性を有す。 

 

②交流による波及効果 

取り組みを進める環境ＮＰＯ関係

者、当該ＮＰＯが開催するイベントの

参加者、オーナー制度協力企業の社員

及び里地里山と日常的に触れ合う一般

住民は環境意識が高いことなどから、

こうした方々と地域住民が交流するこ

とで生まれる中長期的な波及効果が期

待される。 

 

 

展開種別 

評価項目等 
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地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

12．その他 

 

 

①印西地区ごみ処理基本計画 

 印西地区ごみ処理基本計画（平成２

６年３月策定）の次期中間処理施設整

備事業の基本方針で掲げる「地域特性

に応じた熱供給などによる地域還元に

取り組む」に合致する。 

 

②区費の軽減又は廃止 

 地域（区）に収入をもたらすことが期

待されることから、各世帯が負担して

いる現状の区費の軽減又は廃止の可能

性を有す。 

 

③コミュニティの活性化 

 多機能な複合施設における農作物の

出荷や加工などは、周辺住民が地元で

収入を得ることができることだけに止

まらず、幅広い年齢層の新たな出会い

や交流による現代的なコモンズ（入会）

の創出が期待される。 

 

④印西地区住民との連携協力 

 都市化が進む印西地区は、多様な人

材の宝庫であることから、多機能な複

合施設の代表等を地域住民に限定せ

ず、広く公募することも考えられる。 

 

⑤道の駅 

 多機能な複合施設が道の駅の登録要

件を満たす可能性がある。 

なお、道の駅として運営した場合、そ

の知名度と情報発信力などにより、更

なる集客及び収益が見込めるが、道の

駅の登録を目的とするのではなく、「地

域の振興と活性化に資する施設を検討

した結果、道の駅の登録要件を満たし

た」というステップが求められる。 

 

 

①印西地区ごみ処理基本計画 

 印西地区ごみ処理基本計画（平成２

６年３月策定）の次期中間処理施設整

備事業の基本方針で掲げる「地域特性

に応じた熱供給などによる地域還元に

取り組む」に合致する。 

 

②区費の軽減又は廃止 

 地域（区）に収入をもたらすことが期

待されることから、各世帯が負担して

いる現状の区費の軽減又は廃止の可能

性を有す。 

 

③事業者の進出が期待大 

 事業者が進出する可能性について、

他地区の事業用地と異なり排熱を安価

に供給することなどから、大きく期待

される。 

 なお、建設候補地の近傍に位置する

松崎工業団地は、排熱供給などの大き

な優遇策はないものの、順調に分譲が

進み、現在、約４０社が進出している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①健康増進 

 里地里山における各種の活動は、参

加者の健康増進に貢献し、ひいては医

療費・介護費の軽減にも繋がるなど、副

次的な効果が大きい。 

 

②環境ＮＰＯの協力が期待大 

 環境ＮＰＯが協力する可能性につい

て、印西地区は、自然環境への意識が高

い都市住民が多く居住し、環境ＮＰＯ

の活動が盛んな地区である。 

 また、千葉県において里山情報バン

ク（土地所有者による管理が困難とな

った里地里山と、管理したい団体の橋

渡し事業）の取り組みが活発に進んで

いることなどから、大きく期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開種別 

評価項目等 
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地域まるごと フィールドミュージアム構想 

Ａ 

地域の持続と再生に必要な 

インフラ整備等 

Ｂ 

地域内外の人々が集う 

多機能な複合施設 

Ｃ 

次期中間処理施設からの 

排熱利用事業等 

Ｄ 

地域・農作物のブランド化を推進する 

里地里山の保全と活用 

13．課題 
 
（「実際に展開する地域振興策

の選択」、「地域振興策を展開す

る場所の選択」、「地域振興策の

事業規模の程度」は、答申後に周

辺住民と組合との協議により決

定（合意）することから、現時点

で事業リスクの定量的な評価は

できない） 

①地権者の協力（用地買収） 

９で記述しているとおり、道路整備

（待避所）などの一部の取り組みは、新

たな用地の買収が必要となることか

ら、地権者の協力が求められる。 

 

②受益者が局地的 

 インフラ整備は、基本的に受益者が

整備地域内の住民に限定されてしま

い、効果の面的な広がりに繋がり難い。 

 

③効果に対して高額な下水道整備費用 

 １０①で評価しているとおり、家屋

が広域に点在する地区の全域に下水道

を整備する場合、その効果に対して整

備費が高額となることが想定される。 

 

④恩恵に差が生じる下水道整備 

 下水道を整備する場合、既に合併処

理浄化槽を設置している家庭には恩恵

が少ない。 

 

⑤事業主体 

現行の組合規約の第３条で規定する

「共同処理する事務」によると、排熱を

利用しない事業は、組合が事業主体と

なることができないと考えられる。 

よって、排熱を利用しない事業であ

るインフラ整備等を展開する場合は、

組合規約の一部変更又は地元自治体で

ある印西市を事業主体とすることな

ど、予め十分な調整及び協議が求めら

れる。 

 

 

①地権者の協力（用地買収） 

９で記述しているとおり、新たに一

団の事業用地（調整池及び関連道路の

用地を含む）の買収が必要となること

から、地権者の協力が求められる。 

 

②地域住民の協力 

 地域資源を活用しながら多機能な複

合施設を展開する性格から、地域住民

が一体となり本展開に取り組む必要が

ある。 

また、地域を引っ張るリーダーの活

躍が求められる。 

 

③防犯上の不安 

道の駅など、不特定多数の人が２４

時間出入りすることが可能な運営形態

とする場合、当該敷地内における防犯

に不安が残る。 

 

④資本金の調達 

 多機能な複合施設を地域が運営するに

あたり、設立する法人の資本金を要する。 

（施設は公共が整備） 

①地権者の協力（用地買収） 

９で記述しているとおり、新たに一

団の事業用地（調整池及び関連道路の

用地を含む）の買収が必要となること

から、地権者の協力が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①地権者の協力  

９で記述しているとおり、環境ＮＰ

Ｏが活動する一団のフィールド（主に

山林）が必要となることから、地権者の

協力が求められる。 

 

②事業主体 

現行の組合規約の第３条で規定する

「共同処理する事務」によると、排熱を

利用しない事業は、組合が事業主体と

なることができないと考えられる。 

よって、排熱を利用しない事業であ

る里地里山の保全と活用を展開する場

合は、組合規約の一部変更又は地元自

治体である印西市を事業主体とするこ

となど、予め十分な調整及び協議が求

められる。 

 

 

 

 

展開種別 

評価項目等 



 

 

 

 

地域振興策等の効果に関する波及イメージ 
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波及イメージ① 

インフラ整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路及び上下水道等のインフラ整備は、 

基本的に「当該整備地域」がその効果 

（恩恵）を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

波及イメージ② 

発電（清掃工場で利用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電した電力を清掃工場で利用する 

ことや、売電し清掃工場の維持管理 

経費に充てることは、「 印西地区全 

体」が等しくその効果（恩恵）を得 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

波及イメージ③ 

多機能な複合施設（排熱及び電力供給） 

排熱利用事業（排熱及び電力供給） 

里地里山の保全と活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多機能な複合施設などは、基本的に 

「当該整備地域からの距離に応じた 

印西地区全体」がその効果（恩恵） 

を得る。 

 

 

 




